20１2／4／1（日）

· JR向日町駅10:30　　10名既に集合　11:05　大原野神社方面阪急バスに未だ時間あり、37分発の「善峰寺」行の出発アナウンスで皆、誰からの動議も無く飛び乗ってしまう。

· 約15分、突然　「十輪寺」前で降りようと言う。いそいそ300円払い下車。

(1)十輪寺で

· 「十輪寺」能書前で、伴仲、デモプレ徐に出し、説明、約5分。皆一同に記念photo。階段上がり、小さな山門潜る。

· 先にお一人お客居られるが、けったいな住職さん、我ら10人と聞くや、そっち除けで対応して頂き本堂に上げられ、ご本尊、脇侍像等の説明頂く。（拝観料400円）

· 住職さん、昭和5年のお生まれと、そう見えない。かって長くスリランカで修行されてとの、その衣服で対応頂き、又格別。

· 本堂は、二つとない「鳳輦形（ほうれんがた）の御輿（みこし）」の形をし、本当に珍しい建物に感動。
· ご本尊＜延命地蔵菩薩＞は、伝教大師作の等身大木製の座像、御腹に巻かれた腹帯で染殿皇后が安産されたことから、「腹帯地蔵尊」と称され、秘仏となっており拝顔出来なかった。

· 脇侍像には、西国三十三所観音霊場詣りをする人は、一番最初にお参りをしなければならない観音さんと言われる＜禅衣観音（おいずる）＞が居わせる。花山法皇が、背負ってられたので「草分観音（くさわけ）」と称される。
· 本堂裏手の山を少し登ると、在原業平のかつての恋人であった二条后（にじょうのきさき）（藤原高子）が大原野神社に参詣された時に、塩を焼いてその想いを伝えたといわれる故事がある塩釜＜業平の塩竈跡＞を見る。恋愛結婚成就の神とされ、皆又再びの願いを心中に秘める。
(2）三鈷寺で

· 十輪寺下の沿道に戻り、西へ約徒歩40分、登り坂と階段、大変。やっとこさ「三鈷寺」到着。やや寒かったが逆に暑くて汗しきり。しかし上がった途端、京都市街が一望でき、その絶景は疲れを癒してくれた。
· 住職さんに聞く。トイレ如何に？又昼食は何処で？　お答え頂く。「拝観と説明とトイレ利用と昼食座敷のご提供で700円」。即応諾す。

· 本堂に上がり、各寺宝並びに沿革を承る。有難く熱心にご説明頂き感動する。まして秘仏まで鍵開けてご開帳賜る。

· 三鈷寺は、浄土宗西山派本山とのこと。背後の山の三峰が仏具の三鈷に似ていることから寺の名とのこと。
· 京都市街が一望できる部屋で皆、座卓二つを囲い昼食。登ってきた時と違いさすが、冷えてきたが、暖房と暑いお茶まで接待頂きゆっくりさせて頂く。
· 眺めは、「二大仏七城俯瞰（ふかん）の地」と言われるだけあって素晴らしい。
· 寺宝の説明頂く。像高：1mの慈覚大師 円仁の作といわれる＜木彫 抱止阿弥陀如来（だきとめあみだ）＞の謂れが感動を生む。鎌倉初期の有力守護大名・宇都宮頼綱70歳を過ぎさらに修行に精を出していた蓮生の夢に紫雲が現れ、その中に、阿弥陀様の姿を見る。紫雲が次第に霞んでいき、必死に阿弥陀様を追い、衣にすがり抱きしめたところで夢から覚め、修行が足りないと悟り、さらに精進したといわれている。我々の凡夫さを反省!!
(3) 善峯寺で

· 三鈷寺から下り坂と階段を皆で駆け下りる。沿道に出てまた上り坂、大変。善峯さんのバス停で水野さんバスに乗ってお帰り。しかし病身病み上がりで良くここまでお出でのこと立派。
· また階段登る事約10分で、豪華絢爛、山門に到着。この門素晴らしいの一語。楼門で小口白塗りは目立って豪華。桂昌院による再建　楼上の本尊 文殊菩薩と両脇 金剛力士は、運慶の作で、源頼朝が寄進。
· 伴仲からガイド説明する。あまり上手でないからか？皆さんうろうろ。
· 入山料500円。又石階段登る。ついに「遊龍松（天然記念物）」に。多宝塔の南庭に立つマツ科の五葉松　樹齢６００年といわれる。高さ２mほど、境内に長大な枝を伸ばし、龍のように見える　全長５４mあったが、1994年平成６年、松くい虫のため約１５mほど切られたとのこと。しかし長い。

· ＜観音堂＞脇立の一面千手観世音菩薩像は、源算上人の作、洛西三十三ヶ所第一番の本尊でご利益あらたなりとのこと。

· ＜幸福地蔵（しあわせじぞう）＞　桂昌院が幸せを願い祈念された大きなお地蔵さま　自分以外の人の幸せを願う。

· 落ちないお守り---神戸震災の時、大きく崩れ落ちた阪神高速道路の高架から、落ちそうな所をギリギリ落ちなかったという観光バスの運転手さんが、お守りを持っていたということから、「落ちない」にかけて、近頃の受験生に人気がある。
(4）大原野神社に向かう。約40分歩きながら　もう16時。着いても閉門かも？途中の京バス停で約30分バス待ちで、皆「帰ろう」の一決。バス待ちで　伴仲「佐藤義清（のりきよ）＝西行法師」の薀蓄？しゃべり。

(5)バス30分乗る。桂阪急で降り、駅前『水滸伝』で皆で乾杯。ああ～終わった。ビールが旨い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バンナカ記
